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意味では、玄宗 こ 事業の裏の部分を指摘したものであろう。 かし、伝世 道教経典に音義を加える いう事業の表の部分が指摘されてい い。それは宗教的な背景である。太平公主と玄宗とは、権力闘争の側面では対立しつつ
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 これによれば、太平公主が道士になったのは、栄国夫人（則天武后 実母 が亡くなって、則天武后が娘にその追福のお勤めをさせるために太平観を立てたのである。 『舊唐書』巻一八三（四七二八頁）によると、栄国夫人が亡くなっ
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これによれば、金城坊の東南隅にあった開善寺の北（頒政坊の西対面）に安楽公主が休祥坊（金城坊の北面）からうつった。ところで安楽公主は、七一〇年六月、韋后らと謀って中宗を毒殺したとされる。太平公主 李隆基（玄宗）らは、そののち安楽公主らを誅した。右の『長安志』巻十によると、史崇玄は、 「悖逆庶人」 （安楽公主）が七一〇年




























 これにより、 『資治通鑑』でいう「史崇恩」は「史崇玄」のことであり、聖善寺を建設 ことの功績 昇格だと
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（ 116 ） 
唐太平公主奏胡僧慧範為聖善寺主。仍加三品封公爵。
 







 これによれば、史崇玄はもと靴職人だった が道士となった。太平公主に りいって太清観主となった。 『冊府元亀』によれば、彼が太清観主となったのは景雲二年（七一一年）正月である
16。そして、金仙・玉真の二公主が出家して
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經音義妙門由起』六篇および経目と舊経目録あわせて 一三 う 南宋の鄭樵『通志』巻六七に「一切道書音義序一卷、唐道士史崇與學士崔湜薛稷等撰」とあり、この一巻本の序文が単行していたことがわかる。また、 『新唐書』巻五九（一五二〇頁）には「道藏音義目錄一百一十三卷、崔湜、薛稷、沈佺期、道士史崇玄等
嵎
」とあり、この本が
北宋までは伝わっていたことがわかる。それゆえ、北宋の元豊甲子歳（一〇八四）の自叙がある陳景元『南華真經章句音義』卷一三に、史崇の『蔵經音義』 （ 『一切道經音義』 別名 あろう） 引用があ 同じく陳景元の『上清大洞真經玉訣音義』には「 曰く」という引用がある。こ
れは、いまみることのできない『一切道經音義』の貴重な
残文だと考えられる。これにつ ては、吉岡義豊氏の『道教 典史論』でまとめられて る
23。このほかに、 『舊唐書』
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張萬福の所属先の道観について、 一切道經音義妙門由起』 および著作①②⑤では太清観としており、 前述のように、








は、こうした情勢も考慮し ければならないから、ひとまず③が太清観より前か後かという問題につ てのみここで考えておきた 。
 
まず①～⑩の著作で、紀年があるのは⑧だけで、これ 金仙と玉真の先天二年（七一三）の受道の模様を詳細に記
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 「わたくし張萬福が思うに、父祖 積んだ善徳がわたくしごとき凡庸な者にも及び、 一員となって、道教経典を参究してきた。道観に入って以来 五十年にもなる。尊師について位階を受けてからでも四十数年である。 こ 間、道教経典を瞥見し朗誦してきた。そこで 勤行のいとまに本書を撰した。まだほ で本書の内容を学んでいないような門人に教示できれば望外である」 。 こには、 勤行 励むベテランが門人に指導する自信に満ちた口吻が感じ取れる。たしかに晩年の著作であるとおぼしいが、このような態度と指導の資格を、挫折後の失意の とで維持できるものだろうか。
 
この文によれば、張萬福は道士の家に生まれたらしく、幼少から道観に入っていた。 「淨域」は道観のことであるか
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（ 123 ） 






















清都観は、隋の開皇七年（五八七）に文帝が道士の孫昂のためにつくっ 観で そ もと 場所 永興坊だ



















これは、清都観の道士が官憲から「五岳真仙圖 「五岳真形図」のこと）と『三皇經』 鑑別を依頼され、張恵元と成武英（成玄英）らは、 『三皇經』を鮑靜（鮑靚）が作ったものと認めてい 。この結果、 『三皇經』は司直によって
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張恵元は仏僧に質問した。 「発音はインドの発 で、文字は漢字だ。インドの言葉を中国語に翻訳してしまったら なんの功徳があるというのか」 。仏僧の答え「文字は漢字だが、発音はインドの発音だ。インドの言葉を翻訳して中国語


















 質問「西域天竺の音は多く梵 と同じなのに、中国 発音は異
っているのはどうしてか」 答え「音はもとより（宇宙
とともに生まれた道 顕現である）真文の音声 ほかならない。道は発音によって西域天竺を化 、文字によって中国を化したために、そうした相違が生じたのだ」 。これは、道が文字となって顕現するに際して音声を伴っており、その音声は梵音といって サンスクリットの発音 共通してい と考えている。つまり世界の中央と インドに道の顕現があったことを認めたうえで、その発音も元来は道 顕現た 文字の音声であるから、文字の教えである道教の方が、音声の教えである仏教より優れている、というのである の文字を「大梵隠語」といい 張萬福 ⑨でこれに注解を加えているの 。
 
張萬福は、このように仏教の教理を認めつつ、それを道教にとりこみ、それによって仏教を批判する論理を用いて
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のである。 あるいは、 当時の新興宗教ともいうべき禅宗の僧を念頭に置いているのかもしれない。 その語りぶりから、張萬福は実際に寺院で仏僧のそうした姿を目睹していたら
しいことがわかる。長安という都市そのものがそうである
（ 128 ） 







これによれば、 「思微」はみずからの生を受けた当初の清浄無垢な精神状態を瞑想する技法であり、 「定志 はそれによって妄想が排除された、人為的な思いを脱した状態に至ることを うようである
40。そして、それは「清浄」が特






お下がりとして人々に与え ものであるから、 仏教と同様に華美 供え物 よ にみ るが、 そう うもので ない、と釈明しているのである。丸山宏氏は、⑧ みえる信物 信者の「心」の関 り 着目し、同じく⑧に『太上老君内
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より、 『一切道經音義』の事業が当時 きわどい権力闘争のもとにあり、また仏教と道教の激しい相克も含みながら、はなはだ活発な道教実践の一環としておこなわれて ことが認識できた。
 
きわどい権力闘争について、雷聞氏はこの事業に参与した官僚文人らの素性を調査し、彼らが太平公主 玄宗の陣





















ならって道教と仏教 よる親族の死後の安寧をはかったのである。彼女の配下にいた慧範と史崇玄は、ともにその目的に奉仕し いた。慧範は則天武后を追福する聖善寺 寺主でも った。史崇玄が金仙・玉真二公主の入道儀礼をおこなったのは、二公主が道観で の を勤めるためであった。
 
第二に、この追福 多くが 身内が身内を手にかける殺人 背景をもっていた。それを追福することは、太平公主
と玄宗にとって、横死した者の恨みから逃れて生活を安寧
にするだけでなく、李氏皇族による天下国家の治世にも関







たのであった。つまり、 『一切道經』は太子 追福が目的で る。そし 、 『一切道經』に音義を制作するのは、これまでに蛇足を加えたり、 伝写の誤りを犯したり、間違った説 採ったりした を訂正しなければならないからである。『一切道經音義妙門由起』序 史崇らはつぎ に述べている。
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（ 131 ） 
而經旦久遠、字出靈聖、梵音罕測、雲篆難窺、或爲無識加增、或爲傳寫妄誤、或持浮僞之説。
 
 ここで「梵音」というのは、サンスクリットの発音のことではなく、張萬福が⑨で述べていた「雲篆」の発音、つまり「大梵隱語」や「五方真文」の音のことである。 「字出靈聖」というのは、 『元始无量度人上品妙經』によれば、こうした雲篆はもともと天真皇人という聖人が筆を執って書いたものだ されていたからである。当時の黄籙斎では、親族の死者が天の南宮で身体を錬り直し、新たな身体を獲
得してから天界に昇仙する儀礼をおこなっていた。そのと
きに、これら雲篆で書かれた文字 石に刻 て墓穴の五方向（東西南北中央）に配置し 。 『一切道經音義』の事業にもっとも近い例は、景雲元年（七一〇）十一月 中宗の埋葬でおこなわれたもので、そのときの刻石が定陵から出土している
45。この刻石の雲篆は「大梵隱語」ではなく『五錬経』 （ 『道蔵』の『太上洞玄靈寳滅度五鍊生尸妙經』 ）の「中
央天文」である。 雲篆は張萬福の著作⑩『霊宝五錬生尸斎儀』にみえる翻訳文 一致している
46。このことから、












（ 132 ） 
 
1
 玄宗「一切道經音義序」 『一切道經音義妙門由起』の巻頭にみえる。 『道蔵』第二四冊七二〇頁（文物出版社影印本） 。 『一切道經音義』の編纂は、先天元年（七一二）八月から十二月の間と考えられる。雷聞「唐長安太清觀與《一切道經音義》的編纂」による。
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尊師墓誌銘并序」 （周紹良主編 唐代墓誌彙編』上海古籍出版社 二〇〇七年、 四九三頁）によると、昭成観の大徳だった張若訥は開元二十七年五月十三日に昇天している 開元二十七年 この日までに昭成観と命名されたと考えるよりは、その十年前の開元十七年に昭成観 命名されていたと考える方が蓋然性は高いように思われる。
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 『舊唐書』巻一八三「外戚伝」四七三四頁「廢休祥宅 於金城坊造宅、窮極壯麗、帑藏爲之空竭。 」
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 土屋昌明 開元期の長安道教の諸問題 （注二五）
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（ 136 ） 
※
 
本論は平成二十一、二十二年度専修大学研究助成「道教文化研究の諸相」の成果の一部である。
 
 
